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ダイイチタイムス

広島県内で発生する廃棄物・解体工事は「ダイイチ企業」にお任せ下さい。

ダイイチタイムス
第82号
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フルラッピングバス走る！

いつもお世話になっています。ダイイチ企業副社長の小川貴広です。
今年のお盆は、台風に振り回されることとなりましたが、私は地域の子ど
もたちと30キロを歩き、自炊してキャンプをするという事業に設営側とし
て参加してきました。初めて会う子どもたちがチームを組み、助け合い歩
くことで、思いやりの心を育んでもらうための事業でしたが、最後までや
り遂げる子供たちの姿に胸を打たれました。チームワークの大切さや、困
難を助け合うこと、そんな当たり前を当たり前にすることの難しさ、大切
さを体験を通して教えてもらいました。
もう少し残暑が残る中、ダイイチ企業においてもチームワーク力を発揮

して、お客様に安心して頂けますよう励んで参る所存です。
引き続き倍旧のご厚情を賜りたく、切にお願い申し上げます。

ＳＤＧｓの取り組み～古着ｄｅワクチン～

見つけた
！！

以前ご紹介したダイイチ企業の広告が載ったバスから更にパワーアップした
「フルラッピングバス」が走り始めました！お馴染みのグリーンのラインが入った
デザインで我らがイッチー・イチコも活躍！
前回と同じ広電バス１２号線「戸坂東浄～八丁堀経由仁保沖町」を走るバスで
同じく１台しか走っていません。私はまだ見たことがないので早く遭遇したい
なあと思っています。皆様も見つけたらニッコリ笑顔で喜んで頂ければと思います😊
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約１年前にも行った「古着ｄｅワクチン」に社員で取り組みました。
①国内の福祉作業所で障害のある方が回収キットの梱包や郵
送を行う。
②購入した回収キットが届いたら洋服、カバンなど入れて送る。
③国内の古着ｄｅワクチンセンターでフィリピンの方を中心に輸出
作業を行う。
④カンボジアの直営センターで衣類等の選別、販売等を行う。
というのが主な流れです。キット１口５人分のポリオワクチンの寄
付と、各センターで障がいのある方やストリートチルドレンの方等
の雇用促進にもつながっています。
ゴミを減らすだけでなく発展途上国の子供たちを助けたり、障が
いのある方の雇用も生まれる良い取り組みだと思います。
これからもこのようなＳＤＧｓにつながる取り組みを社員で続けて
いきたいです。

回収袋はＴシャツだと
約100枚入ります！30
㎏までＯＫなので軽量
してみると21.3㎏でし
た。今回は4袋を目標
に集めました。ゴミを
ゴミにしないぞ！リサ
イクルだ！まさにダイ
イチ企業の精神です。



営業時間：AM8：00～PM5：00 日・祝・第３土曜定休

★編集後記★
いつもお世話になっております。
ダイイチ企業の長谷川です。
立秋とは言えまだまだ厳しい暑
さが続いております。年々秋が
短くなっているような気がしま
すが、日本特有の四季の魅力が
持続することを願うばかりです。
ダイイチ企業も、微力ながらサ
ステナブルな廃棄物処理
に取り組み、継続して
いくことで、循環型社
会の構築に貢献して
参ります。
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ダイイチ企業～廃棄物の最後を見守る仕事人～

今回はダイイチ企業の一番上に位置する破砕施設を紹介します。

混合廃棄物選別プラントから
つながるベルトコンベアの先
にあるのが破砕施設です。

施設の中の様子です。石膏
ボードや発泡など単体で下
せる物やバラシが必要な物
を下ろす所です。

プラントからコンベアに乗って運ば
れてきた混合廃棄物が出てきてい
ます。プラントのメンバーが破砕・
選別した物を上のメンバーが思い
も一緒に引継ぎます！

お客様をお出迎えしているの
は池田さん。「いつも笑顔で
親切・丁寧な対応を心がけて
います😊」

単体で搬入された廃棄物を
まずは重機で大まかに破砕
していきます。

次にもう一つの重機で廃棄物を破砕機に入れます。この重機を操作
しているのがベテランの矢川さんです。「ダイイチ企業の要は破砕な
ので故障しないように破砕機のメンテナンスに力を入れています。
また、粉塵が舞わないように水をまくなど注意しています。」

こちらは磁選機です。小さな
金属も見逃さない優れもので
す。

破砕され磁選機を通過した
物がコンベアで運ばれます。

大きかった廃棄物もこんなに細
かくなりました。フラフ燃料として
セメント工場に出荷され、石炭の
代替燃料として使用されます。

金属くず 塩ビパイプ

石膏ボード

矢川さん 池田さん

これらのように
分別できる廃棄
物は分別し再利
用される場所へ
運びます。

こちらはダイイチ企業で一番
の若手、升谷君22歳です。
「機械でばらせない物を手作
業でばらしています。責任も
って自分の仕事を続けてい
きたいです。」

いつ声をかけても優しく答えてくれる
矢川さん。みんなの良きお父さんの
様な存在です。甘いものが好きで休
日はのんびり野球観戦をしているそ
うです。
「破砕機が故障すると大変なのでい
つも気にかけ手入れしています。また
、みんなが怪我無く作業できるように
環境整備に気を付けています。」

プロレス観賞や野球観戦が好きなニコ
ニコ笑顔の池田さん。場の空気を和ませ
てくれています。「日々勉強と思いながら
作業をしています。お客様から、ありが
とう等の言葉をいただくとうれしくやりが
いを感じます。事務的にならず気持ちよ
くご利用いただける対応を心がけていき
たいです。よろしくお願いします。」
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